
第３学年算数科学習指導案 
日 時  平成２７年１０月９日（金）５校時 
授業者  觸澤 吉輝 
学習者  矢沢小学校 ３年２組 ３３名 

 
１ 単元名  小数 
  はしたの大きさの表し方を考えよう 

（東京書籍「新しい算数３下」） 
２ 単元について 
（１）学習者観 
   本単元にかかわるレディネステストでは、「７６００」と

いう数を構成的に捉えられているかを問う問題の正答率は
高かったが、１割の学習者の誤答をみると、十進位取り記数
法の理解が不十分であることが感じられた。本単元で学習す
る「小数」については、「このような数を見たことがある。」
と答えた学習者は多かったが、正確に読み方を正答できたの
は、２割程度であった。 

   考えを伝え合う場面では、ペアで話すことに慣れ、抵抗な

く自分の考えを話すことができるようになっている。しかし、

自分の考えを話したことで満足するせいか、その考えについ

て相手と意見を交わすことは十分でない。 
（２）教材観 
   教材「はしたの大きさの表し方を考えよう」は、学習指導

要領算数編「Ａ数と計算」(５)の内容を受け、端数部分の大

きさを表すのに小数を用いること、またその表し方や 1/10

の位について知ること、小数の加法及び減法の意味について

理解し、計算の仕方を考え、それらの計算ができることをね

らいとしている。 
   第１小単元では、端数部分の大きさの表し方を考える過程

で、１Ｌに満たない端数部分を含む体積を 0.1Ｌのいくつ分

の考えを用いてＬ単位で表すことを考えさせていく。第２小

単元では、小数の仕組みを理解させ、「数」として意識させる

ために、数直線上に表したり大小比較したりする。第３小単

元では、0.1 を単位としてそのいくつ分かで考えると小数の

加減計算も整数の加減計算に帰着できることを学習する。第

４小単元では、小数についても整数と同様にいろいろな表し

方ができることを捉え、小数を「数」として広く考えること

ができるようにする。 
  小数はこれまで学習してきた整数の十進構造を１より小さ

い数に拡張して用いることから、はしたの大きさを初めて「数」 
としての概念形成を図るために適した教材であるといえる。 

（３）指導にあたって 
  本単元で小数の意味や仕組み、加減計算の意味や仕方を考

える際には、整数の場合と同様に具体物や数直線などの図、

言葉、式等を用いて考えたり、説明したりする活動を重視し

たい。 
  伝え合う活動は、自分の考えを分かりやすく話すだけでな

く、相手の考えを自分の考えと比べて聞き、同じところや違

うところ、よさについて相手に話すことができるように、モ

デルを示し、評価を加えながら定着を図っていきたい。 
  また、学習者自身が気づき、工夫し、説明する過程を大切

にして、既習内容をもとに新しい内容を獲得していくという

算数の学習の良さにも触れさせていきたい。 
 

３ 指導計画案（及び評価計画） ※ １２ 時間（太枠は本時） 
到達目標 【関心・意欲・態度】       小数を用いると整数で表せない端数部分の大きさを表せるよさに気づき、小数を生活や学習に用いようとする。 

【数学的な考え方】        小数は整数の十進位取り記数法を拡張していることをとらえ、小数の仕組みや構成、加減計算の仕方を考え、表現することができる。 
【数量や図形についての技能】   端数部分の大きさを小数を使って表したり、１/10の位までの小数の加減計算をしたりすることができる。 
【数量や図形についての知識・理解】小数が用いられる場合や小数の仕組みについて知り、小数の意味や、１/10の位までの小数の加減計算の意味や計算の仕方について理解する。 

  

時 ①②  ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 

目 
標 

整数で表せない端数部分 

の体積の大きさを小数を用い

て表すことができる。 

 整数で表せない端数

部分の長さを小数を用

いて表すことができる。 

 

 整数の数直線と関連

付けて、数直線上の小

数の読み方を考えること

ができる。 

 小数の位取りの仕組み

や数の構成を理解する。 

小数の大小関係につい

て理解する。 

小数第一位どうしの加

法の計算の仕方につい

て、0.1 をもとにして考える

ことができる。 

 小数第一位どうしの小数

の減法の計算の仕方を理

解し、それらの計算ができ

る。 

小数第一位までの小数

の加減法の筆算の仕方を

考え、それらの計算がで

きる。 

課 
題 

１Ｌより少ないかさを、Ｌで 

表すにはどうするのか？ 

 テープの長さも小数 

で表せるのか？ 

小数を数直線に表す

にはどうするのか？ 

小数の数のしくみはどう

なっているのか？ 

 

小数の大きさをくらべる

には、どうすればいいの

か？ 

 小数のたし算はどうやる

のか？ 

 小数のひき算はどうやる

のか？ 

 小数でも筆算は使える 

のか？ 

単 
位 
時 
間 
ご 
と 
の 
学 
習 
活 
動 
 
 
 

①身の回りにある小数表示に

ついて話し合う。 

②問題場面に出会う。 

③課題を把握する。 

④解決の見通しを持つ。 

⑤１Ｌより少ないかさを表すた

めに１Ｌのますの図にめもり

をつける。 

⑥自力解決したことをペアで

伝え合う。 

⑦全体で話し合う。 

⑧1Lを10等分した1こ分のか

さを「0.1Ｌ」ということを知る。 

⑨適用問題を解く。 

⑩用語「小数」「小数点」「整

数」を知る。 

⑪学習を振り返る。 

 

①課題を把握する。 

②見通しを持つ。 

③テープの長さを小数 

で表してみる。 

④全体で話し合う。 

⑤まとめる。 

⑥適用問題を解く。 

⑦グループで単名数の

よさについて話し合

う。 

⑧全体で話し合う。 

⑨学習を振り返る。 

①課題を把握する。 

②見通しを持つ。 

③小数を数直線に表し 

てみる。 

④自力解決したことをペ

アで伝え合う。 

⑤全体で話し合う。 

⑥まとめる。 

⑦適用問題を解き、ペ

アで説明し合う。 

⑧学習を振り返る。 

①課題を把握する。 

②見通しを持つ。 

③100、10、１、0.1 をそれ 

ぞれ何こ合わせた数か 

考える。 

④全体で話し合う。 

⑤用語「小数第一位」を知

る。 

⑥ペアで位取り板と数カ

ードを使って数の構成

をとらえる。 

⑦まとめる。 

⑧適用問題を解く。 

⑨学習を振り返る。 

①課題を把握する。 

②見通しを持つ。 

③自分の考えたやり方で 

２つの数の大きさを比 

べる。 

④自力解決したことをペ

アで伝え合う。 

⑤全体で話し合う。 

⑥まとめる。 

⑦適用問題を解く。 

⑧学習を振り返る。 

①問題場面に出会う。 

②課題を把握する。 

③見通しを持つ。 

④自分の考えたやり方で 

答えを求める。 

⑤自力解決したことをペ

アで伝え合う。 

⑥全体で話し合う。 

⑦まとめる。 

⑧適用問題を解く。 

⑨学習を振り返る。 

①問題場面に出会う。 

②課題を把握する。 

③見通しを持つ。 

④自分の考えたやり方で 

答えを求める。 

⑤自力解決したことをペ

アで伝え合う。 

⑥全体で話し合う。 

⑦まとめる。 

⑧適用問題を解く。 

⑨学習を振り返る。 

①課題を把握する。 

②見通しを持つ。 

③筆算で小数第一位まで 

の加減計算をする。 

④小数の仕組みを考えて

グループで加減法の筆

算を行う。 

⑤全体で話し合う。 

⑥まとめる。 

⑦適用問題を解く。 

⑧学習を振り返る。 

伝 

え 

合 

う 

活 

動 

・１Ｌより少ないかさを表すた 

めに１Ｌのますの図にどのよう 

にめもりをつけたのか説明す 

る。（ペア） 

 

・小数を用いると、２ 

つの単位で表していた 

大きさを１つの単位で 

表せることについて話 

し合う。（グループ） 

・どのように考えて小

数を数直線に表したの

か説明する。数直線に

表された小数をどのよ

うにして読んだのか説

明する。（ペア） 

・ペアで位取り板と数カー 

ドを使って数の構成を確 

認する。（ペア） 

・小数の大きさを比べる 

ために考えた自分の方法 

を説明する。（ペア） 

・小数のたし算をするた 

めに考えた自分の方法を 

説明する。（ペア） 

・小数のひき算の仕方を 

理解したか確認するため 

に説明する。（ペア） 

・小数の仕組みを考えて 

加減法の筆算をし、やり方 

を説明する。（グループ） 

 

 

評 

 

価 

 

規 

 

準 

 

 

 

 

 

 

【関】身の回りにある小数に関

心を持ち、小数が用いられる

場合について考えようとしてい

る。 

 

 

【技】体積について端数部分

の大きさを小数を用いて表し

ている。 

 

 

 

 

 

 

【技】長さについて端数

部分の大きさを小数を

用いて表している。  

 

 

 

【考】整数の数直線と関

連付けて、数直線上の

小数の読み方を考えて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知】小数の各位の数字

は、それぞれ 100、１０、

１、0.1 などの単位の個数

を示していることを理解し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知】小数の大小関係を理

解している。 

 

 

 

【考】小数の加法の計算の

仕方を、小数を 0.1 の何こ

分とみることで整数の計算

に帰着して考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

【技】小数第一位どうしの

加減法の計算ができる。 

 

【知】小数第一位どうしの

小数の減法の計算の仕方

を理解している。 

 

 

【考】小数の仕組みや整数

の筆算を基に、小数の加

減法の筆算の仕方を考え

ている。 

【技】小数第一位までの小

数の加減法の筆算ができ

る。 



時 ⑩  ⑪ ⑫ 

目 
標 

 小数の仕組みを基に、

数直線や式を用いて、2.8

の多様な見方について考

え、表現することができ

る。 

 

 学習内容を適用して 

問題を解決する。 

 学習内容の定着を確

認し、理解を確実にす

る。 

課 
題 

 2.8はどのような数か、

いろいろな表し方をして

みよう。 
 

力をつける問題をとこう。 

 

 しあげの問題をとこう。 

単 
位 
時 
間 
ご 
と 
の 
学 
習 
活 
動 
 
 
 

①課題を把握する。 

②解決の見通し持つ。 

③2.8 についていろいろ

な表し方をしてみる。 

④自力解決したことをペ

アで伝え合う。 

⑤全体で話し合う。 

⑥まとめる。 

⑦適用問題を解く。 

⑧学習を振り返る。 

①問題を把握する。 

②適用問題を解く。 

③全体で確かめる。 

④学習を振り返る。 

 

①問題を把握する。 

②適用問題を解く。 

③全体で確かめる。 

④学習を振り返る。 

 

伝え

合う

活動 

・小数の多様な見方を理 

解するために、2.8 につい 

て自分の考えを互いに説 

明する。（ペア・全体） 

 

  

 

 

 

 

評 

 

価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考】小数の仕組みを基

に、数直線や式を用い

て、2.8 の多様な見方につ

いて考え、表現している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【技】学習内容を適用して 

問題を解決することができ 

る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

【技】基本的な学習内容

を身につけている。 
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４ 本時の展開
(1) 本時の目標

小数第一位どうしの小数の加法の計算の仕方を理解し、その計算ができる。

(2) 本時の評価規準（学習者の姿）

おおむね満足できる姿 小数の加法の計算の仕方を、小数を0.1の何こ分とみることで整数の計算に帰着して
考えている。

努力を要する学習者への支援 ２問とも穴埋めのプリント問題に取り組ませる。

(3) 本時の展開

段階 学習活動（○主発問 ・予想される学習者の反応） 指導上の留意点

１ 問題を確認する。 １ 一文ずつ提示して、学習者の興味関心を持
たせる問題提示を行う。

ジュースが大きいびんに0.5Ｌ、小さいびんに0.3Ｌ入っています。
あわせて何Ｌありますか。

２ 立式する。 ２ 文中の語句を手がかりに、根拠をもって立
○どんな式になりそうですか。 式できるようにする。
・ あわせて」だから、たし算になる。「
・式は 「0.5＋0.3」だ。、

３ 課題を把握する。

小数のたし算は、どうやるのか？ ３～４
これまでたし算は整数どうしであったこと

４ 解決への見通しをもつ。 小数どうしのたし算は未習であることを確認
○どうやって計算しよう。 しながら、既習事項と結び付けさせ、課題把
・整数では、同じ位どうしで計算したので、小数でも同じようにでき 握や見通しがもてるようにする 。。
そう。

・前の時間のように、0.1が何こ分かで考える。

５ 0.5＋0.3の答えを、既習事項をもとに考え、図や言葉や式を使って ５ 自力解決に入らせる前に、各自の解決手段
記述する。 を挙手をさせ確認する。
○答えの求め方を図や言葉や式で書きましょう。
・1Ｌのますの図で、0.1の目盛りを数えていけば、0.8Ｌになる。
・0.5は0.1が５こで、0.3は0.1が３こ。合わせて0.1が８こなので
0.8Ｌになる。

６ 机間指導では 「どの考え方にも５＋３＝、
６ グループで各自の考えを伝え合い、共通点を話し合う。 ８という計算が含まれてこないか 」という。
○それぞれの考えの似ているところを話し合おう。 助言を行い、整数のたし算に帰着しているこ
・答えは、0.8Ｌになりそう。 とに気づかせたい。
・５＋３＝８という計算を使っているところが似ている。
・0.1のいくつ分と考え、整数のたし算にするとこれからも簡単にでき
そう。

７ 伝え合う活動を通して 「整数に帰着して、
７ 考え方を全体で確認し、課題についてまとめる。 考えることで、これまでのたし算のように計
○どのように考えていけば、これからも計算していけそうですか。 算できる 」ことがとらえられたかを確認し。

ながら、課題解決の結果をまとめる。

８ ①は穴埋め、②は完全記述のプリント問題
８ 適用問題に取り組む。 に取り組ませ、個々の理解の程度を図ってい

く。
○他の計算でも使うことができるかな。
①0.8＋0.2 【本時評価場面】
・0.8は0.1が８こ、0.2は0.1が２こ。合わせて0.1が10こなので、答え
は、１。 ○小数の加法の計算の仕方を、小数を0.1の

②0.4＋0.7 何こ分とみることで整数の計算に帰着して
・0.4は0.1が４こ、0.7は0.1が７こ。合わせて0.1が11こなので、答え 考えている （プリント・挙手）。
は、1.1。

９ 教師のふり返りを聞く。 ９ 本時の学びを教師がふり返る。

今日は、小数のたし算はどうすれば計算で
きるかを考えて、グループや全体で話し合い
「0.1の何こ分」と考えることで、これまで
の整数のたし算と同じように計算できるとい
うことを学習しました。

10 自分の学びをふり返る。 10 「ふり返りの視点」をもとに、自分の学び
をふり返る。

導
入
（
５
分
）

展
開
（
３
５
分
）

小数のたし算は、それぞれが0.1の何こ分かを考えて計算すれ
ばよい。

終
末
（
５
分
）


